
の
支
障
、
病
害
虫
や
鳥
獣
被
害
の
発
生

等
周
辺
の
農
地
等
へ
被
害
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
地
の
所
有
者
は

農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

遊
休
農
地
を
活
用
し
て
耕
作
面
積
の

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度　　

農
地
農
地
パ
ト
パ
ト
ロ
ー
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ル
を
実
施
し
まま
し
た
し
た

～
調
査
結
果
に
つ
い
て
～
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農
業
委
員
会
で
は
、
市
内
全
域
を
対

象
に
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生

防
止
・
解
消
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

農
政
課
と
と
も
に
農
地
の
利
用
状
況
の

調
査
を
毎
年
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
、
遊
休
農
地
ま
た

は
遊
休
化
の
恐
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
所
有
者
へ
利
用
意
向
調
査
を

行
い
、
耕
作
の
再
開
や
農
地
中
間
管
理

機
構
等
へ
の
貸
付
意
向
等
、
今
後
の
農

地
の
利
用
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

農
地
は
手
を
加
え
な
い
と
す
ぐ
に
荒

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
適
正
な

管
理
が
さ
れ
ず
放
置
す
る
と
、
雑
草
が

繁
茂
、
道
路
や
用
排
水
施
設
等
の
管
理

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

（
農
地
の
利
用
状
況
調
査
）

遊
休
農
地
が
与
え
る
影
響

規
模
拡
大
を
お
考
え
の
場
合
や
、
農
地

の
相
続
や
病
気
等
に
よ
り
耕
作
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
そ
う
な
場
合
は
、

早
め
に
地
区
の
農
業
委
員
や
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
、
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
耕
作
者
が
利
用
権
を
設
定
し

て
遊
休
農
地
を
解
消
す
る
場
合
、
条
件

に
よ
り
補
助
金
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
農
政
課
へ
ご

　
　
　
　
　

相
談
く
だ
さ
い
。

【表１】
解消が確認されたもの

大　字

合　計

北河原

中江袋

小　見

須　加

荒　木

下須戸

真名板

関　根

長　野

埼　玉

佐　間

持　田

和　田

筆　数

41

4

4

1

1

4

4

1

4

1

5

3

6

3

面積（㎡）

31,001

5,107

2,461

664

2,162

2,186

2,433

634

3,447

495

5,181

2,455

2,456

1,320

大　字

合　計

北河原

須　加

荒　木

若小玉

下須戸

真名板

関　根

埼　玉

渡　柳

堤　根

下　忍

筆　数

44

8

1

7

3

6

2

2

4

6

2

3

面積（㎡）

25,894

5,431

840

2,798

2,495

1,986

694

1,586

2,923

4,047

1,510

1,584

【表２】
新たに確認されたもの 遊

休
農
地
の
解
消
に
向
け
て



　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
な
ど
地
域
の
抱
え
る
人
と
農
地
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
「
未
来
の
設
計
図
」
で

す
。

　

平
成
24
年
度
に
国
が
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
市
で
は
平
成
25
年
３
月
に
プ
ラ
ン
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
を
11
地
域

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
プ
ラ
ン
を
作

成
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
国
の
事
業
の
見
直
し
に
よ

り
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
よ
り
実
質
的
な
も

の
に
す
る
観
点
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
図

を
活
用
し
、
地
域
の
話
合
い
の
場
に
お
い
て
、

農
業
者
が
地
域
の
現
況
と
将
来
の
地
域
の
課

題
を
関
係
者
で
共
有
し
、
今
後
の
農
地
利
用

を
担
う
中
心
経
営
体
へ
の
農
地
の
集
積
・
集

約
化
に
関
す
る
将
来
方
針
を
作
成
す
る
こ
と

で
す
。

　

国
の
補
助
事
業
の
採
択
対
象
か
ら
外
さ
れ

た
り
、
採
択
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
地
域
の
話
合
い
の
場
を

も
っ
て
、
農
業
者
と
関
係
者
で
将
来
方
針
を

作
成
す
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
人
・
農

地
プ
ラ
ン
実
質
化
の
推
進
と
し
て
、
原
案
に

つ
い
て
は
、
農
政
課
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、

担
当
区
域
の
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
、
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
行
田
基
幹
支

店
管
内
各
支
店
長
で
話
合
い
を
行
い
、
作
成

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
心
経
営
体
と
な
る
担
い
手

（
認
定
農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
、
集
落

営
農
組
織
）、
農
業
者
及
び
農
地
所
有
者
に
、

郵
送
等
で
意
見
を
集
約
す
る
非
対
面
型
の
意

見
集
約
方
法
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。

　

２
，５
８
６
件
（
宛
先
不
明
含
む
）
郵
送
し
、

１
２
３
件
（
意
見
な
し
を
除
く
と
96
件
）
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
変
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
現
在
の
プ
ラ
ン
の
内
容
で
読
み
込
め

る
も
の
や
、
今
後
プ
ラ
ン
を
実
行
し
て
い
く

な
か
で
、
再
度
地
域
の
話
合
い
の
場
で
検
討

す
べ
き
事
案
や
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
プ
ラ
ン
そ
の
も
の
は
、
方
向

性
を
指
し
示
す
も
の
と
し
て
、
現
行
の
ま
ま

進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
、
地
域
の
話
合
い
の
際
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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プラン作成までの流れ

▼

▼

▼

▼

▼

●1

●2

●3

●4

●5

●6

人・農地プランの見直しに係るアンケート
農用地利用状況調査で実施（令和元年８月）

アンケートを基に地図の作成
地域ごとに年齢分布図及び担い手分布図を作成（令和２年７月）

人・農地プランの原案作成
農政課、農業委員会事務局、農業委員、農地利用最適化推進委員及びＪＡほく
さい行田基幹支店管内各支店長で地域ごとのプラン原案を作成（令和２年８月）

中心経営体への意向確認及び意見集約
郵送による地域ごとの担い手意向調査及び意見の集約（令和２年10月）

農業者及び農地所有者からの意見集約農業者及び農地所有者からの意見集約
郵送による地域ごとの農業者及び農地所有者からの意見の集約郵送による地域ごとの農業者及び農地所有者からの意見の集約
（令和３年１月）（令和３年１月）

人・農地プランの決定人・農地プランの決定
検討会議によるプランの了承・公表（令和３年３月）検討会議によるプランの了承・公表（令和３年３月）

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
に
つ
い
て

実
質
化
に
つ
い
て

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は

非
対
面
型
の
意
見
集
約
方
法
の
採
用

に
つ
い
て

農
業
者
及
び
農
地
所
有
者
か
ら
の

意
見
に
つ
い
て

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
と
は

実
質
化
を
行
わ
な
い
と



行
田
市
「
攻
め
の
農
業
」
支
援

行
田
市
「
攻
め
の
農
業
」
支
援

事
業
補
助
金
を
拡
充
し
ま
す
。

事
業
補
助
金
を
拡
充
し
ま
す
。

新
規
就
農
等
の
相
談
に
つ
い
て

新
規
就
農
等
の
相
談
に
つ
い
て

行
田
市
「
攻
め
の
農
業
」
支
援

行
田
市
「
攻
め
の
農
業
」
支
援

事
業
補
助
金
を
拡
充
し
ま
す
。

事
業
補
助
金
を
拡
充
し
ま
す
。

新
規
就
農
等
の
相
談
に
つ
い
て

新
規
就
農
等
の
相
談
に
つ
い
て

　

市
内
の
農
業
の
振
興
及
び
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
特
産
品
と
し
て
期

待
で
き
る
農
産
物
の
生
産
及
び
加
工
品
の

開
発
、
市
民
農
園
・
観
光
農
園
の
開
設
又

は
既
存
の
生
産
方
法
を
改
善
す
る
た
め
の

新
た
な
取
組
を
行
お
う
と
す
る
農
業
者
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
本
事
業

に
つ
い
て
、
新
た
に
ス
マ
ー
ト
農
業
を
補

助
対
象
と
し
て
追
加
い
た
し
ま
す
。

■
新
た
に
補
助
対
象
と
な
る
経
費

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
導
入

及
び
利
用
に
要
す
る
経
費

※
農
林
水
産
省
が
公
表
し
て
い
る
ス
マ
ー

　

ト
農
業
技
術
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
て

　

い
る
技
術
の
導
入
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
の
額
等

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
千

円
未
満
の
端
数
切
捨
て
上
限
１
０
０
万
円
）

■
施
行
日
（
予
定
）

　

令
和
３
年
４
月
１
日

（
問
い
合
わ
せ
）
農
政
課
農
政
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
８
６
）

　

高
齢
化
等
に
よ
り
農
業
従
事
者
の
減
少

が
加
速
す
る
中
で
、
新
規
就
農
者
等
の
新

た
な
農
業
従
事
者
の
確
保
・
育
成
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
政
課
で
は
、
こ
の
課
題
に
対
応
す
る

べ
く
就
農
希
望
者
に
対
す
る
相
談
窓
口
を

設
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
新
規

就
農
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

非
農
家
か
ら
の
新
規
参
入
に
限
ら
ず
、

農
家
子
弟
が
就
農
す
る
と
き
に
も
新
規
就

農
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
お
越
し

に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
電
話
連
絡
い
た

だ
く
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。）

■
よ
く
あ
る
ご
相
談

研
修
を
受
け
た
い
…

　

希
望
を
基
に
研
修
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

農
地
を
借
り
た
い
…

　

農
業
委
員
会
等
と
連
携
し
就
農
地
を
探

し
ま
す
。

補
助
事
業
に
つ
い
て
知
り
た
い
…

　

国
庫
事
業
「
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
」

等
の
補
助
事
業
の
説
明
の
ほ
か
、
各
機
関

が
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
）
農
政
課
農
政
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
８
６
）

　

麦
わ
ら
、
稲
わ
ら
及
び
も
み
殻
の

焼
却
に
対
し
て
、
毎
年
多
く
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
農
業
を
営
む
た
め
に
や

む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

焼
却
は
、
例
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
焼
却
に
よ

り
、
地
域
住
民
の
健
康
へ
の
影
響

（
の
ど
の
痛
み
や
ぜ
ん
息
な
ど
）
や

火
災
の
恐
れ
、
通
行
の
妨
げ
、
ま
た

洗
濯
物
や
室
内
に
付
着
す
る
に
お
い

な
ど
生
活
環
境
へ
の
影
響
が
甚
大
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
出
来
る
限
り
田
畑
へ

す
き
込
む
な
ど
資
源
と
し
て
有
効
活

用
し
、
焼
却
を
控
え
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
風
が
強
い
と
き
は
行
わ
な
い
。

②
煙
や
灰
な
ど
が
民
家
に
向
か
っ
て

　

流
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

③
道
路
付
近
で
は
、
通
行
の
妨
げ
に

　

な
ら
に
よ
う
に
注
意
す
る
。

④
大
量
の
煙
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

　

十
分
乾
燥
さ
せ
少
量
ず
つ
焼
却
す

　

る
。

⑤
民
家
の
近
く
で
は
行
わ
な
い
。

⑥
焼
却
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
必
ず

　

近
く
に
い
る
よ
う
に
す
る
。

（
問
い
合
わ
せ
）
農
政
課
農
政
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
８
６
）

農農
政
課
か
ら
の

政
課
か
ら
の

農農
政
課
か
ら
の

政
課
か
ら
の
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せ

知

お

ら

わ
ら
は
燃
や
さ
ず
有
効
活
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

や
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合

は
、
以
下
の
点
に
気
を
付
け

て
い
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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生
産
緑
地
の
指
定
か
ら
30
年
が

経
過
す
る
前
に
、
買
取
り
申
出
が

可
能
と
な
る
期
日
を
10
年
延
伸
す

る
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
従
来

の
税
制
優
遇
を
継
続
し
て
受
け
ら

れ
る
よ
う
新
た
に
創
設
さ
れ
た
制

度
が
「
特
定
生
産
緑
地
制
度
」
で

す
。

　

行
田
市
内
に
あ
る
生
産
緑
地
の

多
く
は
平
成
４
年
12
月
に
指
定
し

て
お
り
、
令
和
４
年
12
月
に
指
定

か
ら
30
年
を
迎
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
特
定
生
産
緑
地
へ
の

移
行
手
続
き
に
つ
い
て
準
備
を
進

め
て
お
り
、
平
成
４
年
12
月
に
指

定
し
た
生
産
緑
地
所
有
の
方
へ
は

別
途
、
案
内
文
書
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
）

　

都
市
計
画
課
公
園
担
当

　
　
　
　
　
　
（
内
線
５
６
０
４
）

せ

知
お

ら

農業者年金に加農業者年金に加入入しませんか？しませんか？
　農業者年金は国民年金に上乗せすること
で、将来もらえる年金額を増やすことを目
的に作られた農業者のための公的年金です。

◦国民年金第１号被保険者（国民年金
　保険料納付免除者を除く）

◦６０歳未満

◦年間６０日以上農業に従事

◦積立式のため、自分がかけた金額は、年金として生涯もらえます。
　（終身年金）
◦保険料は月々２万から６万７千円まで自由に選べ、途中金額の変更も

可能です。
◦支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象となります。
◦一定の条件を満たす農業者には、保険料の国庫補助があります。

国民年金に上乗せする
公的な年金制度です農業者年金

の う ね ん

【メリット】【メリット】【メリット】【メリット】
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